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誰かの幸せ
神奈川・小林　千紗
　「ここにあるスーツは、いとく会にもっていくのだから別の袋に入れておいて。」
祖母と着なくなった洋服の整理をしている時、聞き慣れない言葉を耳にした。

「いとく会って…いとこ会の間違いでしょ」

と私が聞き返すと、祖母は

「いとこ会じゃないわよ、いとく会っていうのは刑務所から出て来た人が社会復帰できるように支援をする会のことなのよ。」

と笑いながら教えてくれた。刑務所から出所しても行き場のない、帰る所のない人達は、「いとく会」のような更生保護施設に身を寄せる。そこに入所している人は仕事を探すにも面接に行くためのスーツがないから面接にすら行けない人もいると、祖母はさらに教えてくれた。

　祖母は長年保護司として活動をしている。

「なんでそんなに他人の為に頑張れるの。犯罪を犯した人とか、接するのこわくないの。」

そんな疑問を投げかけると、

「そんな難しいことしていないから。」
と笑って返してくれるだけだった。色んな人が祖母の所に来る。そんな時部屋の中には入らないように言われているけど、どうしても気になってこっそりドアの隙間から覗いてみた。部屋の中で涙を流している人の背中をさすってあげている祖母の姿を見た。人の心の奥底の見てはいけないものまで見てしまった気がして、私は気付かれないようにこっそりと逃げ出した。
「私にはできない。だって、犯罪を犯した人でしょ。流してる涙も、うその涙かもしれないじゃない。人の心に寄り添う？考えただけでも倒れそう。」

そんな私の心の声が漏れていたのか、来客が帰った後祖母は、

「今の人もどうしようもない事情があって罪を犯したけど、自分の過ちを反省して前に進もうとしているのよ。」

と優しく教えてくれた。さらに、

「人は一人では生きていけないから、助け合っているの。私も、色々な人に助けてもらって生きているから、誰かの助けになれる事が原動力になっているのよ。」

と教わった。その話を聞いた時胸のすく思いがした。私も、色々な人に助けられているけど、誰かを助けるなんてしていない。私も誰かの助けになるような事をしたいと考えた。でも、ニュースに出てくるような凶悪犯は、その人にどんな事情があったとしても絶対に許せない。私にはまだ、祖母の話も頭では理解できているけれど心の中まではちゃんと理解はできていない。

　祖母の家から帰ってきて、家ではもう使わないけれど、いとく会で、使ってもらえる物を探した。今の私には、罪を犯した人をすべて認めることはできそうにないが小さな活動から始めることで、過去にどんなことがあった人とでも同じ人間として認め合っていけるようになりたい。そして、社会の一員として誰かの助けになれることを少しずつ始めたい。祖母のように、人の心に寄り添い、誰かの幸せをつくれるような人間になりたいと深く感じた。
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